
熱湯はダメ 

  
 
              

町
内
会
は
、地
域
の
住
民
同
士
が
支
え
合

い
、助
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
て
い
る
任

意
団
体
で
す
。
町
内
会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ル

ー
ル
が
あ
り
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
は
、住
民
で
あ
る
皆
さ
ん

の
相
互
協
力
が
大
切
で
す
。 

市
で
は
、町
内
会
代
表
者
に
、市
政
の
周
知
、

啓
発
、各
種
連
絡
事
務
な
ど
、様
々
な
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
は
、円
滑

な
町
内
会
業
務
の
運
営
の
た
め
、町
内
会
代

表
者
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
５ 
 

  

市
で
は
、広
報
紙
や
各
種
案
内
チ
ラ
シ
等

の
配
付
、情
報
の
伝
達
、地
域
の
環
境
保
全
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
、町
内

会
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

助
成
金
は
、年
２
回
に
分
け
て
振
り
込
み

ま
す
が
、１２
月
に
後
期
分
を
交
付
し
ま
す
。 

 

１
町
内
会
当
た
り
の
助
成
金
積
算
方
法 

「
年
額
４
万
８
０
０
０
円（
均
等
割
）」＋
� 

「
年
額
９
０
０
円
×
世
帯
数（
世
帯
割
）」 

 

各
町
内
会
に
お
い
て
は
、安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
活

動
の
一
助
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ   

　
　
　
内
線
２
３
２
５ 

   

こ
の
制
度
は
、代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る

請
求
に
基
づ
い
て
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交

付
し
た
と
き
、本
人
に
そ
の
事
実
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
。 

対
象
　
津
島
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

お
よ
び
津
島
市
に
本
籍
地
が
あ
る
方（
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
） 

目
的
　
住
民
票
な
ど
の
交
付
事
実
を
、事
前

登
録
者
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の

請
求
が
不
正
で
あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、

個
人
情
報
の
不
正
使
用
防
止
や
事
実
関
係

の
早
期
究
明
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

登
録
申
請
　
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

基
カ
ー
ド
な
ど
、申
請
者
本
人
の
確
認
書

類
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
と
委
任
者
の
本
人
確

認
で
き
る
書
類
な
ど
、法
定
代
理
人
の
場

合
は
戸
籍
謄
本
な
ど
の
資
格
を
証
明
す
る

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

問
合
　
市
民
課
市
民
・
戸
籍
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
１
４
・
２
１
１
５ 

  

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

ご
み
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
は
、必
ず
午
前

８
時
３０
分
ま
で
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

特
に
年
末
年
始
に
つ
い
て
は
、ご
み
の
量
も

多
く
、収
集
コ
ー
ス
等
が
変
更
と
な
り
ま
す

の
で
、時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一 

時
大
量
ご
み
に
つ
い
て 

ご
家
庭
か
ら
一
時
的
に
大
量
の
ご
み
が
出

る
場
合
は
、５
袋
程
度
を
目
安
に
何
回
か
に

分
け
て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、焼
却
施
設（
海

部
地
区
環
境
事
務
組
合
八
穂
セ
ン
タ
ー
）へ
の

自
己
搬
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

一
度
に
集
積
場
に
大
量
の
ご
み
を
出
さ
れ

ま
す
と
、そ
の
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ご
み
の

収
集
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、町
内
の

集
積
場
ト
ラ
ブ
ル
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、一
度
、清
掃
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

  

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
、水

道
管
の
水
が
凍
結
し
た
り
、管
が
破
裂
し
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は 

・
水
道
管
に
保
温
材
な
ど
を
巻
く 

・
凍
結
し
た
ら
水
道
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な

ど
を
か
け
、ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る 

※
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　  

    
    

ま
た
、次
の
よ
う
な
と
き
は
、連
絡
先
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

家
庭
で
緊
急
に
修
繕
が
必
要
な
と
き 

・
凍
結
に
よ
り
漏
水
し
た
と
き 

・
蛇
口
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

・
水
洗
便
所
の
水
が
止
ま
ら
な
い
と
き 

連
絡
先
　
津
島
市
上
下
水
道
指
定
工
事
店
協

同
組
合
　
1
３２
ー

１
３
９
３ 

道
路
上
で
漏
水
が
発
生
し
て
い
る
と
き 

連
絡
先
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
　
内
線
２
４
３
７ 

 

問
合
　
上
下
水
道
部
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
４
４
２ 

町
内
会
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
 

ご
み
の
排
出
に
つ
い
て
の
お
願
い
 

水
道
管
の
冬
支
度
 

「
住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者
交
付
 

に
係
る
本
人
通
知
等
制
度
」
に
つ
い
て
 

転
入
さ
れ
た
方
、転
出
予
定
の
方
へ
 

お
知
ら
せ 

集
積
場
へ
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て 

引
越
し
、落
葉
・
刈
草
の
清
掃
に
伴
う
一
時 

大
量
ご
み
に
つ
い
て 
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同
じ
医
療
保
険
の
世
帯
内
で
医
療
と
介
護

の
両
方
を
合
わ
せ
た
年
間
の
自
己
負
担
額
が

下
表
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。 

※
払
い
戻
し
金
額
が
５
０
０
円
以
下
の
場
合

は
該
当
し
ま
せ
ん
。ま
た
、同
じ
世
帯
で
も
、

異
な
る
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
家
族

の
場
合
は
合
算
で
き
ま
せ
ん
。 

申
請
手
続 

  

該
当
者
に
は
、１２
月
以
降
に
通
知
文
ま
た

は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、届
き
ま
し
た

ら
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、平
成
２６
年
８
月
１
日
〜
平
成
２７

年
７
月
３１
日
の
期
間
中
、次
に
該
当
す
る
方

は
通
知
文
ま
た
は
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、現
在
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
市
区
町
村
を
越
え
て
転
居
を
し
た
方 

②
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
っ
た
方 

※
②
の
場
合
、異
動
前
の
医
療
保
険
者
ま
た

は
介
護
保
険
者
か
ら
の
自
己
負
担
額
証
明

書
が
必
要
で
す
。 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済
組

合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る
方 

手
続
き
方
法
、支
給
時
期
な
ど
は
各
保
険

者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者（
事
業
所
な
ど
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
５
〜
２
１
２
８ 

　
　
　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
３
・
２
１
２
４ 

　
　
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
４
１
・
２
１
４
２ 

                            

  

自
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、介
護
用

品
を
支
給
し
ま
す
。 

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方 

・
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
認
定
が
要
介

護
度
４
・
５
の
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護

さ
れ
て
い
る
家
族
の
方 

・
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方 

支
給
品
目
　
紙
お
む
つ
、尿
取
り
パ
ッ
ド
、介

護
用
手
袋
、防
水
シ
ー
ツ
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、口
腔
ケ
ア
用
品  

支
給
限
度
額
　
７
万
５
０
０
０
円（
た
だ
し
、

今
年
度
す
で
に
支
給
を
受
け
た
方
は
、前

回
支
給
分
と
合
わ
せ
て
７
万
５
０
０
０
円

ま
で
） 

実
施
時
期
　
平
成
２８
年
２
月
か
ら 

申
込
　
１２
月
１
日

〜
１５
日

(

土
・
日
曜
日

は
除
く)

に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　
　
　
1
２７
ー

１
０
３
０ 

    

年
末
は
、師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら

運
転
者
や
歩
行
者
等
の
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、交
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、次

の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う 

飲
ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
い
、飲

酒
運
転
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。 

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う 

運
転
者
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、速
度
を
落
と
す
な
ど
の
思
い
や
り
運

転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う 

夕
暮
れ
時
に
は
歩
行
者
や
自
転
車
に
注
意

を
促
す
た
め
、車
の
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯

し
ま
し
ょ
う
。 

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着

用
し
よ
う 

車
に
乗
る
と
き
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
着
用
し
て
か
ら
発
進

す
る
習
慣
を
付
け
、後
部
座
席
で
の
着
用
も

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
６
２ 

 

※８月１日から翌年７月３１日までの１２カ月を計算します。 
※区分は７月３１日現在の医療保険の区分です。（低所得者Ⅰで介護サービス利用者が複数いる 
　世帯の場合は、低所得者Ⅱの合算限度額が適用されます） 

低所得者 
Ⅱ 

Ⅰ 

３１万円 

１９万円 

３１万円 

５６万円 一　　　　般 ５６万円 

１９万円 

６７万円 

後期高齢者医療制度＋介護保険 
（７５歳以上の方） 

区　　　　分 医療保険＋介護保険 
（７０～７４歳の方） 

 

医療保険＋介護保険 
（７０歳未満の方） 

６７万円 
現役並み所得者 
（上位所得者） 

６７万円 １２６万円 

３４万円 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

に
加
入
し
て
い
る
方 

被
用
者
保
険(

全
国
健
康
保
険
協
会･

共
済 

組
合
な
ど)

に
加
入
し
て
い
る
方 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
 

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
 

１２
月
１
日

〜
１０
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
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生
活
支
援
相
談
窓
口
は
、４
月
よ
り
市
役

所
１
階（
宿
直
室
隣
り
）で
開
設
し
て
い
ま
す
。 

生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
将
来
に
つ

い
て
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
に
ど
の
よ
う

な
解
決
方
法
が
あ
る
か
一
緒
に
考
え
、安
心

し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
困
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
的
な
機

関
を
紹
介
し
ま
す
。
市
役
所
の
ど
の
窓
口
へ

手
続
き
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
時

で
も
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

な
お
、家
族
や
周
囲
の
人
か
ら
の
ご
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

問
合
　
福
祉
課
生
活
支
援
相
談
窓
口 

　
　
　
内
線
２
１
３
５
・
２
１
３
６ 

   

中
村
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
厚
生
年
金

相
談
が
、毎
月
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

相
談
日
　
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日(

祝
日
の

場
合
は
変
更
） 

※
市
政
の
ひ
ろ
ば「
市
民
相
談
」の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　
　 

場
所
　
相
談
室（
市
役
所
１
階
） 

相
談
の
仕
方 

　
年
金
手
帳
等
、年
金
相
談
に
関
す
る
も
の

を
す
べ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民
課

受
付
前
の「
番
号
札
」お
よ
び「
年
金
相
談･

手
続
受
付
票
」
を
取
り
所
要
事
項
を
記
入

の
上
、お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番
に
相
談
で

き
ま
す
。 

※
混
雑
時
に
は
、相
談
受
付
を
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
相
談
で
き
る
の
は
、午
前
・

午
後
各
１０
人
で
す
。 

※
こ
の
年
金
相
談
で
は
、共
済
年
金
や
恩
給

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連

絡
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
５
７
０
ー

０
５
８
ー

５
５
５ 

　
1
０３
ー

６
７
０
０
ー

１
１
４
４（
IP
電
話
用
） 

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
「
平
成

２７
年
分
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）が
、日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、今
年
１０
月
１
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、翌
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。 

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
１
２
１
・
２
１
２
２ 

　
　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

  

津
島
市
制
６９
周
年
記
念
式
典（
金
婚
式
の

部
）で
、平
成
２８
年
に
結
婚
５０
周
年
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
の
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。 

日
時
　
３
月
１
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
文
化
会
館 

対
象 

・
平
成
２８
年
に
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
夫
婦

（
昭
和
４１
年
に
ご
結
婚
さ
れ
た
夫
婦
） 

・
平
成
２８
年
１
月
１
日
現
在
市
内
在
住
の
方 

申
出
書
配
布
お
よ
び
受
付
場
所 

・
人
事
秘
書
課（
市
役
所
３
階
） 

・
神
守
支
所 

・
神
島
田
連
絡
所 

受
付
期
間
　
１
月
４
日

〜
２９
日

 

問
合
　
人
事
秘
書
課
秘
書
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
０
３ 

          

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
の

濃
度
が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
冬

は
、暖
房
機
器
の
使
用
が
増
え
る
た
め
空
気

が
汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。 

日
ご
ろ
の
小
さ
な
取
り
組
み
か
ら
、地
球

温
暖
化
・
大
気
汚
染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
さ
ん
が
で
き
る
取
り
組
み 

・
暖
房
は
、１９
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。 

・
照
明
、電
化
製
品
、Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
イ
ッ
チ

を
こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。 

・
不
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急
発
進
、急
加

速
を
避
け
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ

う
。 

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
こ
た
つ
の
設
定
温
度
は
、こ
ま
め
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。 

・
移
動
に
は
、公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。 

事
業
所
で
で
き
る
取
り
組
み 

・
排
出
ガ
ス
が
ク
リ
ー
ン
で
、燃
費
の
良
い
自

動
車
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

・
貨
物
輸
送
の
効
率
化
を
進
め
、自
動
車
の

走
行
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。 

・
良
質
燃
料
の
使
用
や
燃
焼
管
理
の
徹
底
を

図
り
ま
し
ょ
う
。 

　 　
「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２１
」
県
民
運
動

実
施
中 

　 
 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
２ 

           （
全
国
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
） 

生
活
支
援
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

来
年
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ
 

地
球
温
暖
化
・
大
気
汚
染
の
防
止
 

に
ご
協
力
を
 

厚
生
年
金
相
談 

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書 

　
 http://w

w
w
.pref.aichi.jp/kankyo/ 

taiki-ka/eco2
1
/index.htm

l 
 

暖房から 
１２.４%

冷房から 
２.５%

給湯から 
１２.８%

キッチンから 
４.７%

照明・家電製品等から 
３６.２%

自動車から 
２３.７%

ゴミから 
５.６%

水道から 
２.０%

２０１３年度 

約５,３７０［kgco２/世帯］ 
出典）温室効果ガスインベントリオフィス 

家庭からの 
二酸化炭素排出量 

用途別内訳  
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市
発
注
の
建
設
工
事
や
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、物
品
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争
入

札
の
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

申
請
方
法
　
あ
い
ち
電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ

ム（
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
）に
よ
る
電
子
申
請 

受
付
期
間
　
平
成
２８
年
１
月
４
日

〜
２
月

１５
日

 

物
品
・
そ
の
他 

申
請
方
法
　
申
請
様
式
等
の
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
る
書
類
申
請 

受
付
期
間
　
平
成
２８
年
１
月
１８
日

〜
２９
日

の
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３

時（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

受
付
場
所
　
市
役
所
財
政
課（
３
階
） 

申
請
要
領
・
詳
細
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
財
政
課
管
財
・
契
約
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
４
１
・
２
３
４
２ 

    

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、災
害
現
場
で
迅

速
か
つ
的
確
な
被
災
者
の
避
難
、救
出
救
助

お
よ
び
捜
索
活
動
に
あ
た
る
た
め
、日
ご
ろ

か
ら
意
見
交
換
を
行
い
、情
報
を
共
有
し
連

携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、１０
月
１５
日

に
協
議
会
が
発
足
し
、津
島
署
で
規
約
の
調

印
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

津
島
市
、愛
西
市
、あ
ま
市
、大
治
町
、津
島

警
察
署
、津
島
市
消
防
本
部
、愛
西
市
消
防

本
部
、海
部
東
部
消
防
組
合
の
８
機
関
で
構

成
し
、懸
案
事
項
の
洗
い
出
し
お
よ
び
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
２ 

    
  

固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
を
賦
課

期
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、賦
課
期
日
ま
で
に
家
屋
の
取

り
壊
し
や
新
増
築
、未
登
記
家
屋
の
名
義
変

更
、土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
な
ど
を
さ
れ

た
場
合
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
税
務
課
固
定
資
産
税
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
０
５
〜
２
２
０
８ 
            

本
年
８
月
に
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」が
改
正
さ
れ
、次
回
改
選
か
ら
農
業
委

員
は
、公
選
制
か
ら
市
長
の
専
任
制
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
伴
い
、毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
、農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
は
中
止
と
な
り
ま

す
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

問
合
　
農
業
委
員
会
事
務
局（
産
業
振
興
課

農
政
Ｇ
内
）内
線
２
２
５
５ 
   

日
常
生
活
の
中
で
、こ
れ
は
人
権
問
題
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護

委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

次
の
場
所
で
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

・
津
島
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午

予
約
な
し
直
接
可 

　
1
２４
ー

３
４
５
６ 

・
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局 

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
予
約
な
し
直
接
可 

　
1
２６
ー

２
４
２
３ 

相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
行
政
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
７
１ 

  

放
し
飼
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

犬
を
放
し
て
飼
う
こ
と
は
、愛
知
県
の「
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
愛
犬
の
散
歩
時
は
、必
ず

リ
ー
ド
を
付
け
て
、自
分
だ
け
で
は
な
く
他

人
に
も
安
心
安
全
な
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。 

フ
ン
の
片
付
け
は
、飼
主
の
責
任
で
す 

放
置
さ
れ
た
犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
、た
く
さ

ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時

は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
っ
て
、必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。 

無
駄
吠
え
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

飼
い
犬
の
鳴
き
声
が
、近
隣
に
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜
間
や
留
守

中
な
ど
、無
駄
に
吠
え
た
り
し
な
い
よ
う
に「
し

つ
け
」が
必
要
で
す
。 

し
つ
け
が
困
難
な
と
き
は
、愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
２
３
３ 

　
　
　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
尾
張
支
所 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

７８
ー

２
５
９
５ 

 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

家
屋
の
取
り
壊
し
、新
増
築
、未
登
記
 

家
屋
の
名
義
変
更
、土
地
の
利
用
状
況
 

変
更
な
ど
 

平
成
２８
・
２９
年
度
入
札
参
加
資
格
 

申
請
受
付
 

海
部
地
方
北
部
災
害
対
策
連
絡
 

協
議
会
を
設
立
 

建
設
工
事
、設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

物
品
・
そ
の
他 

農
業
委
員
の
公
選
制
廃
止
 

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
 

犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
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私
た
ち
の
周
り
に
は
障
が
い
の
あ
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。ま
た
、自
分
自
身
も
、

病
気
や
事
故
な
ど
で
障
が
い
の
状
態
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
社
会
の
一

員
と
し
て
、障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
の

こ
と
を
知
り
、身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。 

 身
体
障
害
者
標
識 

   
 
 

肢
体
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免

許
に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が
運
転
す

る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 
 
 

耳
マ
ー
ク 

   
 
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
マ

ー
ク
で
す
。 

   聴
覚
障
害
者
標
識 

   
 
 

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
運
転
す
る
車

に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
す
。 

  

障
害
者
の
た
め
の
国
際
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク 

   
 
 

障
が
い
の
あ
る
方
が
容
易
に
利
用
で
き
る

建
物
、施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。 

   オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク 

  
 
 

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
を
使
用
し
て
い
る

方（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）の
た
め
の
設
備
が
あ
る

こ
と
を
表
し
、オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

入
口
・
案
内
誘
導
プ
レ
ー
ト
に
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ほ
じ
ょ
犬
マ
ー
ク 

   
 

身
体
障
害
者
補
助
犬（
盲
導
犬
・
介
助
犬
・
聴

導
犬
）同
伴
の
啓
発
の
た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。 

 

ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク 

   

身
体
内
部
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
表
し
て

い
ま
す
。身
体
内
部(

心
臓
、呼
吸
機
能
、じ
ん

臓
、肝
臓
、膀
胱
・
直
腸
、小
腸
、免
疫
機
能
）の

障
が
い
の
あ
る
方
は
外
見
か
ら
分
か
り
に
く

い
た
め
、こ
の
マ
ー
ク
を
着
用
さ
れ
て
い
る
方

を
見
か
け
た
場
合
は
、内
部
障
が
い
に
つ
い
て

理
解
し
、配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 問
合
　
福
祉
課
福
祉
Ｇ
　 

　
　
内
線
２
１
３
１
・
２
１
３
２ 

１２
月
３
日

〜
９
日

障
害
者
週
間
 

  
 「

犯
罪
に
あ
わ
な
い
」「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な

い
」「
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
」 

年
の
瀬
を
控
え
、あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ

る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
の
準
備
の
買

い
物
や
金
融
機
関
で
の
入
出
金
の
機
会
が
増

え
、こ
れ
に
伴
っ
て
ひ
っ
た
く
り
の
犯
罪
が
増

え
ま
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」と
油
断
せ
ず
、「
自

分
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
気
を
引
き
締
め

ま
し
ょ
う
。 

ま
た
愛
知
県
で
は
、住
宅
対
象
侵
入
盗
被

害
が
、８
年
連
続
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
層
の

防
犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

運
動
の
重
点 

・
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止 

・
特
殊
詐
欺（
振
り
込
め
詐
欺
等
）の
被
害
防
止 

・
自
動
車
盗
の
防
止 

・
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
発
生
す
る
犯
罪
の

防
止 

問
合
　
地
域
・
安
全
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ

　
　
内
線
２
３
６
２ 

    

非
行
の
芽 

は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子 

青
少
年
の
多
く
が
冬
休
み
に
入
る
こ
の
時

期
は
、開
放
感
か
ら
気
持
ち
が
緩
み
や
す
く

な
り
が
ち
で
す
。
青
少
年
が
非
行
に
か
か
わ
っ

た
り
、犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
家
庭
や
地
域
で
声
掛
け
を
行
い
、非
行
・

犯
罪
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 ど

の
子
に
も
、自
分
の
子
と
同
様
に
温
か

い
目
を
向
け
て
、地
域
全
体
で
青
少
年
を
見

守
り
ま
し
ょ
う
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
３ 

 

１２
月
１
日

〜
２０
日

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
 

１２
月
２０
日

〜
１
月
１０
日

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
 

県
民
運
動（
冬
期
） 
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